
新
入
会
員
の
紹
介

シルバー人材センターで得た配分金収入等に対する所得税の取り扱いは、以下のとおりです。
1配分金収入は、所得税法上『雑所得』に区分されます。雑所得の金額は原則として雑所得
の総収入金額から必要経費を控除した額です。したがって、配分金収入に係る必要経費の
額は、65万円以上ある場合、配分金収入から必要経費の全額を控除とします。
　しかし、必要経費の額が65万円未満の場合は、『租税特別措置法』第27条の適用により、
65万円を上限として控除します。（ただし、収入金額を限度とします。）
2公的年金を受給している会員は、配分金収入とは別に公的年金等控除の申請ができます。
3給与収入のある会員は、最低65万円（ただし収入金額を限度とします）の給与所得控除が
できますが、その場合、配分金収入に係る控除額は65万円から給与所得を控除した残額が
限度です。
　※上記以外の収入がある場合の所得控除等については、川越税務署（℡235-9411)にお尋ね
下さい。

【
10
月
入
会
者
】（
７
名
）

（
三
芳
野
地
区
） 
砂
子
田
チ
ヨ
・
仲
田
光
男

（
大
家
地
区
） 

長
谷
川
林
子

（
北
坂
戸
地
区
） 
塩
澤
登
志
子

（
坂
戸
東
地
区
） 
岩
城
雪
江

（
坂
戸
西
地
区
） 
山
﨑
清
・
田
中
照
美

【
11
月
入
会
者
】（
10
名
）

（
三
芳
野
地
区
） 
佐
伯
功
・
石
塚
典
子

（
北
坂
戸
地
区
） 
藤
田
照
子

（
坂
戸
中
央
地
区
） 紫
藤
與
志
子
・
菅
谷
昇

 

小
林
雅
美
・
石
田
智
子

（
坂
戸
東
地
区
） 
堀
口
敏
子
・
林
芳
枝

（
坂
戸
西
地
区
） 
小
和
瀬
正
章

【
12
月
入
会
者
】（
11
名
）

（
三
芳
野
地
区
） 
樋
渡
光
子

（
大
家
地
区
）　
 
中
島
澄
子
・
加
藤
み
よ
子

　
　
　
　
　
　
 
後
藤
貞
克

（
北
坂
戸
地
区
） 
堤
哲
造

（
坂
戸
中
央
地
区
） 朽
木
好
則
・
佐
宗
和
雄

　
　
　
　
　
　
　
 鈴
木
啓
夫
・
海
野
和
美

　
　
　
　
　
　
　
 松
本
邦
彦

（
坂
戸
西
地
区
） 
鹿
山
敏
子

【
１
月
入
会
者
】（
15
名
）

（
三
芳
野
地
区
） 
井
上
悦
子

（
勝
呂
地
区
） 

中
村
ミ
ネ
子
・
中
村
一
夫

 

一
戸
早
苗
・
一
戸
寿

（
大
家
地
区
） 

宮
川
良
雄

（
北
坂
戸
地
区
） 
小
澤
茂
子
・
山
中
勲

 

三
戸
部
義
信
・
鈴
木
康
司

（
坂
戸
中
央
地
区
） 紺
野
弘
子
・
片
岡
紘
房

 

片
岡
愛
子
・
佐
藤
美
幸

（
坂
戸
東
地
区
） 
北
吉
恵

　
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
1
0
0
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
昭
和
56
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る

「
生
き
が
い
事
業
団
」
が
設
立
さ
れ
、
２
年
後
に
「
生

き
が
い
事
業
団
だ
よ
り
」
が
創
刊
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
６
年
発
行
の
25
号
よ
り
「
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
」

に
名
称
変
更
。

　
今
号
で
は
「
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
の
あ
ゆ
み
」
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　
創
刊
号
か
ら
一
頁
一
頁
、
目
を
通
し
先
輩
方
の
ご
苦

労
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
い
か
に
皆
様
に
広
報
誌
の

歴
史
を
お
伝
え
し
、
こ
れ
か
ら
も
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
誌
面
づ
く
り
が
で
き
る
か
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
の
事
業
発
展
を
祈
る
と
共
に
、「
シ
ル
バ
ー

さ
か
ど
」
の
成
り
立
ち
か
ら
1
0
0
号
発
行
ま
で
に
、

乗
り
越
え
切
り
開
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
編
集
者
の
原
点
、

精
神
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
多
く
の
皆
様
方
の
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
岸
　
明
　
記

白根  章雄 様 坂戸中央５班 享年65歳
日下  栄治 様 北坂戸７班 享年90歳
近藤  秀只 様 坂戸東６班 享年82歳
浅野  勇一 様 北坂戸３班 享年72歳
寺沢  定雄 様 勝呂８班 享年88歳
重松  　博 様 北坂戸５班 享年82歳

配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて

編
集
後
記

事務局からのお知らせ

会 員 状 況
令和２年１月31日現在

男 709人（28人減）　女 473人（6人減）
合計 1,182人（34人減）
（   ）内　平成31年４月１日 より増減

● 100号記念によせて　シルバーさかどのあゆみ …………P2～3
● 元編集者の声　シルバーさかどのあゆみ ……………………P4～5
● 100号記念によせて　シルバーさかどのあゆみ …………P2～3
● 元編集者の声　シルバーさかどのあゆみ ……………………P4～5

○ 令和元年度シルバーまつり ………………………P６～P７
○ 講習会・研修会報告 ………………………………………P８
○ 部会・委員会情報 …………………………………………P８
○ 地域交流情報 ……………………………………………P９

○ 令和元年度シルバーまつり ………………………P６～P７
○ 講習会・研修会報告 ………………………………………P８
○ 部会・委員会情報 …………………………………………P８
○ 地域交流情報 ……………………………………………P９

○ 地域交流情報、理事会報告、会員の広場、他 ……………P10
○ 坂戸の昔を訪ねて、会員の広場 …………………………P11
○ 事務局からのお知らせ、新入会員紹介、編集後記、他 …P12

○ 地域交流情報、理事会報告、会員の広場、他 ……………P10
○ 坂戸の昔を訪ねて、会員の広場 …………………………P11
○ 事務局からのお知らせ、新入会員紹介、編集後記、他 …P12

令和２年２月１日発行

公益社団法人

〒350-0212
坂 戸 市 大 字 石井 ２ ３ ２ ７ － ５
T E L（２８３）５５４４（代表）
F A X（２８９）３７３３
企 画・ 編 集 　広　報　部 　 会

坂戸市シルバー人材センター
第100号

特集

訃　報

謹んでご冥福をお祈りいたします

おかげさまで創刊より

これからも親しまれる広報誌に

100号
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昭和56年4月に設立され、昭和58年2
月に創刊号が発行されました。

顧問の宮崎市長が句を引用

今日降りし　雪に競いて
わがやどの　冬木の梅は
花咲きにけり　〈家持〉

「生きがい事業団だより」

平成6年5月25日
坂戸市コミュニティセンター
において「定期総会」が開催
されました。

仕事をされている会員皆さん
の感想が載せられています。

「シルバーさかど」に名称変更

会員の声

勝呂地区赤尾にシルバー農
園が完成し、収穫された新鮮
な果実・野菜は会員の皆さん
に安価にて販売されます。
今ではじゃがいも掘りが恒例
の行事となり、幼い園児達の
楽しみとなっています。

シルバー農園完成

平成7年4月20日に落成式が
行われました。

安全就業委員会・専門部会
（総務・業務・広報）が設置さ
れました。

ワークプラザ落成

11月13日に初めての親睦旅
行が行われ、バス3台で会員
123名と大勢の参加がありま
した。

事務局員の声として職員の
苦労話や会員への要望など
の記事がありました。

第一回親睦旅行

平成9年10月30日坂戸市シ
ルバー人材センターが優良
団体として、感謝状が授与さ
れました。

労働大臣から感謝状

第33号より「シルバーさか
ど」がA4判に、大きくなりま
した。

平成10年度の定期総会が
400名もの人の出席。

わが故郷じまんとして勝呂地
区の方が「坂戸市」を詳しく
紹介されています。

B5判からA4判に

親睦旅行の感想が5頁にわた
り掲載されています。

会員の声

シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
の
あ
ゆ
み

シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
の
あ
ゆ
み

令
和
二
年
年
頭
ご
挨
拶

100 
号
記
念
に
よ
せ
て

石

　川

　
　清

顧
問  

坂
戸
市
長

栗

　原

　厚

　夫

理
事
長

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。会
員
の
皆
様
に
は
、穏
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

  

当
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、会
員

皆
様
の
た
ゆ
み
な
い
ご
努
力
に
よ
り
ま
し

て
、輝
か
し
い
事
業
実
績
を
あ
げ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

  

ま
た
、本
誌「
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
」も
記
念

す
べ
き
１
０
０
号
の
発
行
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
に
、お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、会
員
皆
様
の
継
続
的
な
ご
尽

力
の
賜
物
と
重
ね
て
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

  

さ
て
、昨
年
は
、令
和
と
い
う
新
た
な
時

代
を
迎
え
、本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、更
な

る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、各
種
の

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、中
で
も
、七
十

歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
害
者
の
同
乗
介
護

者
へ
の
市
民
バ
ス
の
無
料
化
や
不
妊
治
療

費
に
対
す
る
助
成
な
ど
、新
た
な
施
策
も

順
調
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、十
月
の
台
風
十
九
号

で
は
、記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
甚
大
な
浸

水
被
害
が
発
生
し
、市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
と
な
り
ま
し
た
。会

員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、被
害

に
遭
わ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。大
変
な
ご
労
苦
に
対
し
、心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、一
日

で
も
早
い
復
興
・
復
旧
に
向
け
、最
大
限
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

  

本
年
も
、市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、防
災
力
の
向
上

を
は
じ
め
、市
民
目
線
で
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、会

員
皆
様
の
変
わ
ら
ざ
る
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、日
頃
か
ら
の
市
政
へ
の
ご
協
力

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、坂

戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈

念
し
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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幸
を
祈

念
し
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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ドイツの新聞に掲載

昭和56～平成17年までの
25年間のあゆみが載せられ
ています。

理事・部会委員長や部会長の
所感。

在籍会員数の地区割地図や
受注件数・契約金額等がグラ
フで表されています。

設立25周年記念号

元編集 者の声元編集 者の声

生きいきとした日本人高齢者
の姿として当センターが紹介
されています。驚きですね！

会員の声がカルタ風にまとめ
られて掲載されています。

会員の声

第80号から編集作業を全て
広報部内で行い、印刷と製本
作業のみ外注にお願いする
第一歩となりました。

編集作業の内製化始まる
11月21、22日の2日間第1回シルバーまつりを開催。
大抽選会、模擬店、ヨーヨー釣り等々、大勢の皆さんに楽し
んでいただきました。

第1回シルバーまつり

第84号より、会員から応募の
投稿作品（文芸欄）や投稿写
真など多用し、親しみのある
広報誌となりました。

投稿作品・投稿写真の多用
第81号から「シルバーさかど」
の全ページをカラー化し、
より見やすい広報誌づくりに
努めてきました。

オールカラー化
平成28年6月
勝呂公民館で開催の定時総
会特集号を発刊。

平成28年1月、女性の会が発足しました。
勉強会・講習会等、活発に活動しています。

女性の会発足

　
広
報
部
会
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、

原
稿
依
頼
が
来
た
の
を
機
会

に
、
古
い
号
を
見
返
し
て
い

た
ら
平
成
18
年
の
50
号
が
セ

ン
タ
ー
設
立
25
周
年
記
念
号

と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、

小
生
入
部
３
年
目
の
広
報
部

会
員
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
に

も
巡
り
合
う
中
、
早
速
素
案

作
り
に
取
り
掛
か
っ
た
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
素
案
は

比
較
的
早
く
出
来
た
の
で
す

が
、
そ
れ
か
ら
が
さ
あ
〜
大

変
！
　
現
存
す
る
写
真
を
検

索
し
や
す
い
様
に
項
目
別
に

分
類
し
パ
ソ
コ
ン
に
収
録
す

る
人
、
特
集
頁
だ
け
取
り
外

し
て
も
一
つ
の
冊
子
に
な
る

様
、
見
開
き
の
在
籍
会
員
数

地
区
割
マ
ッ
プ
、
事
業
実
績

の
推
移
の
棒
グ
ラ
フ
を
円
柱

状
に
と
の
要
望
に
腐
心
す
る

人
、
設
立
経
緯
及
び
沿
革
を

後
か
ら
前
の
頁
に
見
て
い
く

よ
う
上
の
頁
番
号
と
別
に
下

に
も
番
号
を
付
け
る
工
夫
等

一
同
大
忙
し
、
そ
れ
で
も
こ

の
よ
う
な
作
業
に
立
ち
会
え

る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
顔
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
の
他

平
成
20
年
の
互
助
親
睦
会

（
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会

の
為
の
臨
時
増
刊
特
集
号
や
、

23
年
の
30
周
年
記
念
号
の
編

集
を
引
退
の
花
道
に
で
き
た

事
等
懐
し
く
思
い
出
し
な
が

ら
1
0
0
号
の
発
行
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。

犬
山
　
朗 

記

　
広
報
誌
を
初
め
て
手
に
し

た
の
は
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会

手
続
き
し
た
日
に
臨
時
増
刊

特
集
号
を
頂
い
た
時
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

社
会
参
加
や
同
好
会
、
親
睦

会
、
趣
味
の
紹
介
が
あ
り
仕

事
だ
け
で
な
い
活
動
内
容
に

他
市
か
ら
転
入
し
て
き
た
私

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
新
鮮
に
思
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
２
年
後
、
広
報
委

員
と
し
て
、
設
立
30
年
記
念

誌
発
行
、
広
報
誌
70
号
か
ら

84
号
ま
で
４
年
間
携
わ
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
見
や
す
く

読
ん
で
頂
け
る
紙
面
に
と
文

字
を
大
き
く
し
写
真
を
多
く

入
れ
、
広
報
編
集
を
部
内
で

行
い
、
印
刷
製
本
の
み
外
注

に
出
す
こ
と
も
実
現
出
来
ま

し
た
。

　
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
皆
様
、
多
く
の
方
の
支
え

で
、
紙
面
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
が
益
々
充

実
し
発
展
し
て
い
く
事
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

小
林
　
幸
子 

記
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シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
を
終
え
て

　
今
年
の
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
前
年
度
を
上
回
る
来
場
者
で
大
変

な
賑
わ
い
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
中
、
さ
か
ろ
ん
の
着
ぐ

る
み
が
会
場
を
練
り
歩
き
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
ほ
か
、
新
た
な
試
み
と
し
て
パ
ソ

コ
ン
教
室
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
な
ど
一
段
と
内
容
の
濃
い
ま
つ
り
と
な

り
ま
し
た
。

　
台
風
19
号
の
影
響
で
、
坂
戸
市
で
も
４

０
０
軒
以
上
の
方
が
不
便
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
回
の
ま
つ
り
で
は
、
産
物
販
売
・
模
擬

店
の
売
り
上
げ
の
一
部
と
、
場
内
に
義
援

金
箱
を
設
置
し
、
ご
来
場
の
方
々
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
い
た
義
援
金
を
坂
戸
市
役
所

に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
は
会

員
皆
さ
ま
か
ら
多
数
の
提
供
品
を
い
た
だ

き
、
そ
の
売
上
金
の
一
部
を
坂
戸
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
も
と
、
役
員
・
会
員
・

事
務
局
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
で
き
た
こ
と
を
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員
会

令和元年度令和元年度 シルバーまつりシルバーまつり
11月９日（土）開催11月９日（土）開催

「さかろん」と撮影！「さかろん」と撮影！

チャリティーバザーチャリティーバザー 災害義援金受付災害義援金受付

飲食コーナー飲食コーナー

産物販売コーナー産物販売コーナー

輪投げ輪投げ

ヨーヨー釣りヨーヨー釣り
健康相談コーナー健康相談コーナーパソコン教室コーナーパソコン教室コーナー

大抽選会コーナー大抽選会コーナー

模擬店コーナー模擬店コーナー
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〔
総
務
部
会
〕

☆
教
養
講
座
を
開
催

　
令
和
元
年
度
教
養
講
座
「
地
域
と
創
る
健
康
社
会

へ
の
ご
提
案
」
が
講
師
に
ウ
エ
ル
シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
・
会
長
付
地
域
連
携
推
進
担
当
部

長
・
小
原
道
子
様
を
お
招
き
し
、
11
月
28
日
（
木
）

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
、

薬
に
ま
つ
わ
る
話
題
を

60
名
の
参
加
者
は
熱
心

に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
ウ
エ
ル
シ
ア
は
坂
戸

か
ら
展
開
し
た
全
国

チ
ェ
ー
ン
の
薬
局
で
す
。

薬
の
販
売
、
相
談
、
医

師
の
指
示
に
よ
る
訪
問

薬
局
の
他
、
店
舗
内
に

ウ
エ
ル
カ
フ
ェ
を
併
設

し
地
域
に
も
開
放
し
て
い
ま
す
。
ウ
エ
ル
シ
ア
を
健

康
情
報
の
発
信
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
会
　
記

〔
女
性
の
会
〕

☆
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

　
第
２
回
勉
強
会
「
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
12

月
３
日
（
火
）
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
見
山
先
生
を
お

迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
45
名
。

「
人
生
百
年
時
代
」
と
い
わ
れ
、
健
康
寿
命
（
介
護

な
ど
の
人
の
助
け
を
必
要

と
し
な
い
で
暮
ら
せ
る
）

を
長
く
、
で
き
る
だ
け
外

に
出
る
機
会
を
つ
く
り
心

身
の
健
康
維
持
に
努
め
た

い
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
大
き
な
声
、
笑

顔
で
先
生
の
ご
指
導

の
元
、
「
唄
っ
て
、

笑
っ
て
、
喉
も
心
も

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
先
生
の

美
し
い
歌
声
に
聞
き

入
り
、
昔
懐
か
し
い

曲
な
ど
を
唄
い
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
今
後
、
勉

強
会
が
女
性
会
員
増

を
目
指
す
活
動
の
場

で
あ
っ
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
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（
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）
西
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間
警
察
署
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ら
２
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を
お
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え
し
、
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
95
名
の
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を
頂
き

開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
の
あ
と
、
車
と
歩
行
者
の

事
例
を
取
り
上
げ
、
特
に
高
齢
者
の
事
故
が
相
変
わ

ら
ず
多
発
し
て
い
る

現
状
を
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

「
車
」
は
早
め
の
ラ

イ
ト
の
点
灯
、
「
歩

行
者
」
は
特
に
夜
暗

く
な
っ
て
か
ら
車
か

ら
確
認
し
や
す
い
服

装
を
心
が
け
る
こ
と

が
大
事
と
の
お
話
が

あ
り
、
そ
の
実
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
も
相
変
わ
ら
ず
多
発
し
て
い
る
振
り
込

め
詐
欺
に
つ
い
て
事
例
を
数
多
く
わ
か
り
や
す
く
話

し
を
い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
る
講
習
会
と
な
り

ま
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た
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☆
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業
開
拓
の
ポ
ス
テ
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グ
実
施
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月
23
日
、

就
業
開
拓
の
一

環
と
し
て
、
石

井
、
柳
町
地
区

に
シ
ル
バ
ー
ま

つ
り
及
び
セ
ン

講
習
会・研
修
会
報
告

タ
ー
事
業
Ｐ
Ｒ
の
チ
ラ
シ
を
約
８
５
０
戸
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
実
施
し
ま
し
た
。
た
だ
、
ポ
ス
ト
に
投
函
で
は

な
く
一
声
か
け
「
是
非
伺
わ
せ
て
貰
い
ま
す
」
と
気

持
ち
よ
く
受
け
取
っ
て
頂
き
ま
し
た
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　役
職
員
が
来
訪

　
去
る
11
月
28
日
、
調

布
市
Ｓ
Ｃ
か
ら
永
石
副

会
長
を
含
む
役
職
員
12

名
の
来
訪
が
あ
り
、
髙

岸
副
理
事
長
、
池
田
専

務
理
事
と
事
務
局
で
対

応
い
た
し
ま
し
た
。
冒

頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
坂

戸
市
、
調
布
市
と
も
に

台
風
19
号
の
影
響
に
よ

り
、
大
き
な
被
害
が

あ
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

研
修
内
容
で
は
、

１
．
空
家
対
策
事
業
に
つ
い
て

２
．
女
性
の
会
の
活
動
に
つ
い
て

３
．
安
全
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
し
、
そ
の
後
に
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
、
お

互
い
に
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

☆
鶴
ヶ
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
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ー

　役
職
員
が
来
訪

　
去
る
12
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12
日
、

鶴
ヶ
島
市
Ｓ
Ｃ
か
ら

中
田
理
事
長
を
含
む

役
職
員
６
名
の
来
訪

が
あ
り
、
池
田
専
務

理
事
と
事
務
局
で
対

応
い
た
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
、

①
入
会
説
明
会
か
ら

申
し
込
み
ま
で
の

流
れ
に
つ
い
て

②
入
会
者
に
対
す
る

研
修
に
つ
い
て

③
会
員
全
般
に
対
す
る
研
修
に
つ
い
て

④
女
性
会
員
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

の
４
項
目
を
説
明
し
、
そ
の
後
は
隣
の
セ
ン
タ
ー
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
出
来

て
お
互
い
に
有
意
義
な
研
修
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

☆
役
職
員
に
よ
る
就
業
開
拓
実
施

　
去
る
12
月
２
、
３
、
５
日
の
３
日
間
、
会
員
理
事

10
名
と
事
務
局
で
、
主

に
継
続
的
に
仕
事
を
い

た
だ
い
て
い
る
事
業
所

等
を
延
べ
62
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所
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
年
末
の
ご
挨
拶
と

し
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
等

を
持
参
し
、
日
頃
の
お

礼
と
最
低
賃
金
の
改
定

（
令
和
元
年
10
月
１
日
改
定
）
に
伴
う
請
負
金
額
変

更
の
説
明
を
す
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
セ
ン
タ
ー
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
就

業
機
会
の
確
保
・
拡
大
（
派
遣
事
業
を
含
む
）
を
図

り
ま
し
た
。

☆
富
士
見
工
業
団
地
工
業
会
と
の

　意
見
交
換
会
開
催

　
10
月
16
日
（
木
）
、
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
意
見
交

換
会
は
、
富
士
見
工
業
会
の
会
長
が
交
代
さ
れ
、
新

役
員
の
元
で
の
情
報
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
14
社
18
名

の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や

現
状
を
事
務
局
か
ら
つ

ぶ
さ
に
説
明
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
今
回
初

め
て
参
加
さ
れ
た
企
業

も
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ン
タ
ー
役
員
と
の

意
見
交
換
も
弾
み
、
ま

た
継
続
就
業
を
い
た
だ

い
て
い
る
企
業
と
も
ど

も
活
発
な
、
清
新
な
雰
囲
気
の
中
で
セ
ン
タ
ー
事
業

に
つ
い
て
大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
和
や

か
に
終
始
し
た
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
専
務
理
事
　
記

地
域
交
流
情
報

部
会・委
員
会
情
報

9- - 8- -



〔
総
務
部
会
〕

☆
教
養
講
座
を
開
催

　
令
和
元
年
度
教
養
講
座
「
地
域
と
創
る
健
康
社
会

へ
の
ご
提
案
」
が
講
師
に
ウ
エ
ル
シ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
・
会
長
付
地
域
連
携
推
進
担
当
部

長
・
小
原
道
子
様
を
お
招
き
し
、
11
月
28
日
（
木
）

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
、

薬
に
ま
つ
わ
る
話
題
を

60
名
の
参
加
者
は
熱
心

に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
ウ
エ
ル
シ
ア
は
坂
戸

か
ら
展
開
し
た
全
国

チ
ェ
ー
ン
の
薬
局
で
す
。

薬
の
販
売
、
相
談
、
医

師
の
指
示
に
よ
る
訪
問

薬
局
の
他
、
店
舗
内
に

ウ
エ
ル
カ
フ
ェ
を
併
設

し
地
域
に
も
開
放
し
て
い
ま
す
。
ウ
エ
ル
シ
ア
を
健

康
情
報
の
発
信
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
会
　
記

〔
女
性
の
会
〕

☆
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

　
第
２
回
勉
強
会
「
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
12

月
３
日
（
火
）
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
見
山
先
生
を
お

迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
45
名
。
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ど
の
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を
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を
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の
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に
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た
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も
の
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ん
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な
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、
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で
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、
「
唄
っ
て
、
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、
喉
も
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を
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、
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の
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声
に
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き

入
り
、
昔
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を
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と
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を
過
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ま
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た
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後
、
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強
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が
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を
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す
活
動
の
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で
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た
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れ
し
く
思
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す
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、
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に
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の
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の
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故
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を
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が
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来
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は
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と
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る
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と
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を
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が
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、
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理
事
長
、
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と
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で
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ま
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あ
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で
、
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市
、
調
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と
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風
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号
の
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に
よ

り
、
大
き
な
被
害
が

あ
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

研
修
内
容
で
は
、

１
．
空
家
対
策
事
業
に
つ
い
て

２
．
女
性
の
会
の
活
動
に
つ
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て

３
．
安
全
対
策
の
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組
み
に
つ
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て

説
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し
、
そ
の
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が
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互
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に
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と
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を
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で
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会
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で
の

流
れ
に
つ
い
て

②
入
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者
に
対
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に
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て

③
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に
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に
つ
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て

④
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に
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す
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対
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に
つ
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て

の
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項
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を
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、
そ
の
後
は
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の
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と
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も
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、
よ
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が
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お
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に
有
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に
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と
思
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に
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去
る
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、
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と
最
低
賃
金
の
改
定

（
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和
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に
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と
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、
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を
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に
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、
就
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の
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遣
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を
含
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、
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の
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が
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、
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の
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で
の
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の
場
と
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今
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は
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の
参
加
を
頂
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た
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と
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み
、
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を
い
た
だ

い
て
い
る
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業
と
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ど

も
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、
清
新
な
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の
中
で
セ
ン
タ
ー
事
業

に
つ
い
て
大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
和
や

か
に
終
始
し
た
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
専
務
理
事
　
記

地
域
交
流
情
報

部
会・委
員
会
情
報

9- - 8- -



☆
富
士
見
工
業
団
地
工
業
会
主
催
の

　防
犯
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

　
12
月
19
日
、
年
末
恒
例
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
総
参
加
数
１
２
０
名
、
セ
ン
タ
ー

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
各
委
員

会
、
部
会
、
事
務
局
の

15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
工
業
会
事
務
所
前
を

午
後
５
時
に
出
発
、
工

業
団
地
内
道
路
を
進
み

若
葉
台
通
り
に
出
て
約

４
キ
ロ
巡
回
し
、
集
合

場
所
の
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー

ク
に
到
着
後
、
西
入
間

警
察
署
員
の
防
犯
・
交

通
事
故
等
の
講
話
後
、

集
合
写
真
を
撮
り
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
部
会
　
記

　
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
技
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
周
辺
の
桜
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
こ

と
ぶ
き
荘
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

左
記
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

【
会
　
場
】
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
と
ぶ
き
荘

【
日
　
時
】
令
和
２
年
３
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

第
１
部
芸
能
発
表
（
午
前
10
時
〜
1
2
時
30
分
）

第
２
部
カ
ラ
オ
ケ
（
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
）

　
※
施
設
入
館
料
が
か
か
り
ま
す
。
昼
食
は
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
売
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
こ
と
ぶ
き
荘
ま
つ
り
実
行
委
員
会

理事会報告（10月～１月）
【第８回理事会】令和元年10月30日
①新規登録正会員の承認
　（男性２名女性５名合計７名）
②報告事項４件
【第９回理事会】令和元年11月27日
①新規登録正会員の承認
　（男性４名女性６名合計10名）
②報告事項４件
【第10回理事会】令和元年12月19日
①新規登録正会員の承認
　（男性６名女性５名合計11名）
②報告事項３件
【第11回理事会】令和２年１月29日
①新規登録正会員の承認
　（男性８名女性７名合計15名）
②補正予算（第１号）の承認
③報告事項５件

　
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
第
43
号
か
ら
30
回
に
わ
た
っ
て

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。資
料
集
め
な
ど
の
ご
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の
中
か
ら
一
つ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
十
八
番「
お
は
こ
」に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す

《
坂
戸
の
昔
》を
訪
ね
て

会
員
の
広
場『
今
昔
』

　
第
２
号
か
ら
た
く
さ
ん
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。文
芸
今
昔
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 

俳
　
句

野
仏
は
寛
政
生
ま
れ
野
紺
菊

 

鈴
木
章
平

西
瓜
食
う
し
ゃ
り
し
ゃ
り
感
が
冷
を
呼
ぶ

 

暇
　
人

イ
ケ
メ
ン
の
案
山
子
と
い
わ
れ
写
メ
さ
れ
て

 

す
ず
め

神
主
に
ペ
コ
ペ
コ
ペ
コ
と
七
五
三

し
ば
る
る
や
市
民
マ
ラ
ソ
ン
ゆ
る
き
や
ら

 

坂
口
和
子

訪
う
人
も
稀
な
る
里
や
柚
子
熟
れ
る

 

綿
貫
和
夫

　
　
　
　 

短
　
歌

人
の
名
が
瞬
時
に
出
な
い
も
ど
か
し
さ

　
脳
細
胞
に
赤
信
号

 

守
田
昌
弘

地
区
懇
に
集
い
し
面
は
晴
れ
晴
れ
と

　
童
顔
見
せ
る
早
春
の
朝

 

上
村
靖
夫

切
れ
間
な
く
蛇
口
を
出
る
水
の
ご
と

妻
の
聞
き
く
る
泊
り
の
事
情

 

岳
　
風

う
ぐ
い
す
の
庭
木
に
稀
に
来
て
鳴
け
ば

本
読
む
茶
の
間
に
暫
し
声
聞
く

 

綿
貫
和
夫

　
　
　
　 

川
　
柳

草
む
し
り
腰
が
し
び
れ
て
年
を
知
り

 

読
人
不
知

盃
に
笑
い
こ
ぼ
れ
る
い
ぶ
し
銀

 

青
木
薫

母
の
言
っ
た
今
に
判
る
が
判
る
今

 

伊
東
雪
江

飲
む
ほ
ど
に
妻
が
美
人
に
見
え
て
く
る

 

鉄
ち
ゃ
ん

百
号
に
そ
ん
な
に
生
き
た
？
と
勘
違
い

 

哲
　
人

　
　
　
新
春
問
答
か
ら

　
問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
か
け
て

　
答
　
恵
比
須
様
と
解
く
…
そ
の
心
は
…

　
　
　
・
女
房
の
口
害
を
防
い
で
く
れ
る

　
　
　
・
女
房
に
亭
主
不
在
の
安
息
日
を
与
え
て

く
れ
る 投

稿
作
品

（毛呂山町出雲伊波比神社のやぶさめ）
いずも い わ い
【白馬につづけ】

撮影：菅野亘光
（坂戸市西坂戸にて）
【新年の幕開け】

撮影：末次正治

提供：埼玉新聞社提供：埼玉新聞社

第
２
回
　
こ
と
ぶ
き
荘
ま
つ
り
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☆
富
士
見
工
業
団
地
工
業
会
主
催
の

　防
犯
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

　
12
月
19
日
、
年
末
恒
例
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
総
参
加
数
１
２
０
名
、
セ
ン
タ
ー

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
各
委
員

会
、
部
会
、
事
務
局
の

15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
工
業
会
事
務
所
前
を

午
後
５
時
に
出
発
、
工

業
団
地
内
道
路
を
進
み

若
葉
台
通
り
に
出
て
約

４
キ
ロ
巡
回
し
、
集
合

場
所
の
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー

ク
に
到
着
後
、
西
入
間

警
察
署
員
の
防
犯
・
交

通
事
故
等
の
講
話
後
、

集
合
写
真
を
撮
り
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
部
会
　
記

　
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
技
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
周
辺
の
桜
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
こ

と
ぶ
き
荘
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

左
記
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

【
会
　
場
】
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
と
ぶ
き
荘

【
日
　
時
】
令
和
２
年
３
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

第
１
部
芸
能
発
表
（
午
前
10
時
〜
1
2
時
30
分
）

第
２
部
カ
ラ
オ
ケ
（
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
）

　
※
施
設
入
館
料
が
か
か
り
ま
す
。
昼
食
は
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
売
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
こ
と
ぶ
き
荘
ま
つ
り
実
行
委
員
会

理事会報告（10月～１月）
【第８回理事会】令和元年10月30日
①新規登録正会員の承認
　（男性２名女性５名合計７名）
②報告事項４件
【第９回理事会】令和元年11月27日
①新規登録正会員の承認
　（男性４名女性６名合計10名）
②報告事項４件
【第10回理事会】令和元年12月19日
①新規登録正会員の承認
　（男性６名女性５名合計11名）
②報告事項３件
【第11回理事会】令和２年１月29日
①新規登録正会員の承認
　（男性８名女性７名合計15名）
②補正予算（第１号）の承認
③報告事項５件

　
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
第
43
号
か
ら
30
回
に
わ
た
っ
て

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。資
料
集
め
な
ど
の
ご
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の
中
か
ら
一
つ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
十
八
番「
お
は
こ
」に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す

《
坂
戸
の
昔
》を
訪
ね
て

会
員
の
広
場『
今
昔
』

　
第
２
号
か
ら
た
く
さ
ん
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。文
芸
今
昔
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 

俳
　
句

野
仏
は
寛
政
生
ま
れ
野
紺
菊

 

鈴
木
章
平

西
瓜
食
う
し
ゃ
り
し
ゃ
り
感
が
冷
を
呼
ぶ

 

暇
　
人

イ
ケ
メ
ン
の
案
山
子
と
い
わ
れ
写
メ
さ
れ
て

 

す
ず
め

神
主
に
ペ
コ
ペ
コ
ペ
コ
と
七
五
三

し
ば
る
る
や
市
民
マ
ラ
ソ
ン
ゆ
る
き
や
ら

 

坂
口
和
子

訪
う
人
も
稀
な
る
里
や
柚
子
熟
れ
る

 

綿
貫
和
夫

　
　
　
　 
短
　
歌

人
の
名
が
瞬
時
に
出
な
い
も
ど
か
し
さ

　
脳
細
胞
に
赤
信
号

 

守
田
昌
弘

地
区
懇
に
集
い
し
面
は
晴
れ
晴
れ
と

　
童
顔
見
せ
る
早
春
の
朝

 

上
村
靖
夫

切
れ
間
な
く
蛇
口
を
出
る
水
の
ご
と

妻
の
聞
き
く
る
泊
り
の
事
情

 

岳
　
風

う
ぐ
い
す
の
庭
木
に
稀
に
来
て
鳴
け
ば

本
読
む
茶
の
間
に
暫
し
声
聞
く

 

綿
貫
和
夫

　
　
　
　 

川
　
柳

草
む
し
り
腰
が
し
び
れ
て
年
を
知
り

 

読
人
不
知

盃
に
笑
い
こ
ぼ
れ
る
い
ぶ
し
銀

 

青
木
薫

母
の
言
っ
た
今
に
判
る
が
判
る
今

 

伊
東
雪
江

飲
む
ほ
ど
に
妻
が
美
人
に
見
え
て
く
る

 

鉄
ち
ゃ
ん

百
号
に
そ
ん
な
に
生
き
た
？
と
勘
違
い

 

哲
　
人

　
　
　
新
春
問
答
か
ら

　
問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
か
け
て

　
答
　
恵
比
須
様
と
解
く
…
そ
の
心
は
…

　
　
　
・
女
房
の
口
害
を
防
い
で
く
れ
る

　
　
　
・
女
房
に
亭
主
不
在
の
安
息
日
を
与
え
て

く
れ
る 投

稿
作
品

（毛呂山町出雲伊波比神社のやぶさめ）
いずも い わ い
【白馬につづけ】

撮影：菅野亘光
（坂戸市西坂戸にて）
【新年の幕開け】

撮影：末次正治

提供：埼玉新聞社提供：埼玉新聞社

第
２
回
　
こ
と
ぶ
き
荘
ま
つ
り
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新
入
会
員
の
紹
介

シルバー人材センターで得た配分金収入等に対する所得税の取り扱いは、以下のとおりです。
1配分金収入は、所得税法上『雑所得』に区分されます。雑所得の金額は原則として雑所得
の総収入金額から必要経費を控除した額です。したがって、配分金収入に係る必要経費の
額は、65万円以上ある場合、配分金収入から必要経費の全額を控除とします。
　しかし、必要経費の額が65万円未満の場合は、『租税特別措置法』第27条の適用により、
65万円を上限として控除します。（ただし、収入金額を限度とします。）
2公的年金を受給している会員は、配分金収入とは別に公的年金等控除の申請ができます。
3給与収入のある会員は、最低65万円（ただし収入金額を限度とします）の給与所得控除が
できますが、その場合、配分金収入に係る控除額は65万円から給与所得を控除した残額が
限度です。
　※上記以外の収入がある場合の所得控除等については、川越税務署（℡235-9411)にお尋ね
下さい。

【
10
月
入
会
者
】（
７
名
）

（
三
芳
野
地
区
） 
砂
子
田
チ
ヨ
・
仲
田
光
男

（
大
家
地
区
） 

長
谷
川
林
子

（
北
坂
戸
地
区
） 
塩
澤
登
志
子

（
坂
戸
東
地
区
） 
岩
城
雪
江

（
坂
戸
西
地
区
） 
山
﨑
清
・
田
中
照
美

【
11
月
入
会
者
】（
10
名
）

（
三
芳
野
地
区
） 
佐
伯
功
・
石
塚
典
子

（
北
坂
戸
地
区
） 
藤
田
照
子

（
坂
戸
中
央
地
区
） 紫
藤
與
志
子
・
菅
谷
昇

 

小
林
雅
美
・
石
田
智
子

（
坂
戸
東
地
区
） 
堀
口
敏
子
・
林
芳
枝

（
坂
戸
西
地
区
） 
小
和
瀬
正
章

【
12
月
入
会
者
】（
11
名
）

（
三
芳
野
地
区
） 
樋
渡
光
子

（
大
家
地
区
）　
 
中
島
澄
子
・
加
藤
み
よ
子

　
　
　
　
　
　
 
後
藤
貞
克

（
北
坂
戸
地
区
） 
堤
哲
造

（
坂
戸
中
央
地
区
） 朽
木
好
則
・
佐
宗
和
雄

　
　
　
　
　
　
　
 鈴
木
啓
夫
・
海
野
和
美

　
　
　
　
　
　
　
 松
本
邦
彦

（
坂
戸
西
地
区
） 
鹿
山
敏
子

【
１
月
入
会
者
】（
15
名
）

（
三
芳
野
地
区
） 
井
上
悦
子

（
勝
呂
地
区
） 

中
村
ミ
ネ
子
・
中
村
一
夫

 

一
戸
早
苗
・
一
戸
寿

（
大
家
地
区
） 

宮
川
良
雄

（
北
坂
戸
地
区
） 
小
澤
茂
子
・
山
中
勲

 

三
戸
部
義
信
・
鈴
木
康
司

（
坂
戸
中
央
地
区
） 紺
野
弘
子
・
片
岡
紘
房

 

片
岡
愛
子
・
佐
藤
美
幸

（
坂
戸
東
地
区
） 
北
吉
恵

　
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
1
0
0
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
昭
和
56
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る

「
生
き
が
い
事
業
団
」
が
設
立
さ
れ
、
２
年
後
に
「
生

き
が
い
事
業
団
だ
よ
り
」
が
創
刊
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
６
年
発
行
の
25
号
よ
り
「
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
」

に
名
称
変
更
。

　
今
号
で
は
「
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
の
あ
ゆ
み
」
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　
創
刊
号
か
ら
一
頁
一
頁
、
目
を
通
し
先
輩
方
の
ご
苦

労
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
い
か
に
皆
様
に
広
報
誌
の

歴
史
を
お
伝
え
し
、
こ
れ
か
ら
も
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
誌
面
づ
く
り
が
で
き
る
か
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
の
事
業
発
展
を
祈
る
と
共
に
、「
シ
ル
バ
ー

さ
か
ど
」
の
成
り
立
ち
か
ら
1
0
0
号
発
行
ま
で
に
、

乗
り
越
え
切
り
開
い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
編
集
者
の
原
点
、

精
神
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
多
く
の
皆
様
方
の
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
岸
　
明
　
記

白根  章雄 様 坂戸中央５班 享年65歳
日下  栄治 様 北坂戸７班 享年90歳
近藤  秀只 様 坂戸東６班 享年82歳
浅野  勇一 様 北坂戸３班 享年72歳
寺沢  定雄 様 勝呂８班 享年88歳
重松  　博 様 北坂戸５班 享年82歳

配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて

編
集
後
記

事務局からのお知らせ

会 員 状 況
令和２年１月31日現在

男 709人（28人減）　女 473人（6人減）
合計 1,182人（34人減）
（   ）内　平成31年４月１日 より増減
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